
健育会グループ 第12回TQM活動発表セミナー 【演題①】
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活動回数 10 回

リーダー名
（職種）

大橋　和枝　（ 介護支援専門員 ）

活動期間 平成 29 年 6 月 ～ 12 月

石川　実千代 デイケア相談員

活動の場
※複数選択可

①支援部門 二瓶　友樹 理学療法士

若山　浩幸 生活相談員

阿部　里恵 介護支援専門員

日野　由己子 介護支援専門員

歯止めと
標準化

「しおん」の職員の中に認知症キャラバンメイト（講師）を設置し、いつでも気軽に勉強する機会を設
ける。全職員１００％オレンジリング取得を標準化とした。

活動の種類
※複数選択可

①職場単位の活動

チーム
メンバー
（職種）

大橋　和枝 介護支援専門員

実施した対策
「しおん」内で「認知症サポーター養成講座」を開催する事を全職員に声がけし、認知症者への対
応などの基礎知識を学ぶ機会の対策を行なった。

改善指標の
対策実施

前後の変化

（実施前）新規相談のお客様へ「しおん」のPRポイントが明確ではなかった。

（実施後）相談員全員が共有して言えるPRポイントが明確になった。

改善しようとした
問題課題

私達相談課は、新規相談で来設されたお客様へ第一印象を与える重要な「しおん」の顔である。そ
の私達が、心から自信を持って言える「しおん」の共有したPRポイントが明確になっていない事に
気付き、今回の課題とした。

改善の指標と
その目標値

（指   標）職員全員、認知症者へ基礎知識が必要ではないか？「認知症サポーター養成講座」を開
催し、地域でも貢献できるオレンジリングを取得しよう。

（目標値）全職員５０％以上

チーム名 認知症知ってる隊

取り組種別 問題解決型

分類 ③患者サービス・患者満足度の向上をめざすもの

演題名  「しおん」のPRポイント　　～職員全員！　認知症なんて恐くない～

施設名 介護老人保健施設しおん 発表者（職種） 大橋
おおはし

　和枝
かずえ

　（ 介護支援専門員 ）
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【テーマ選定理由】

＊私達相談課は、
　新規で来設されたお客様へ
　「しおん」の第一印象を

　与える大切な顔。
　心から言える
　「しおん」のPRポイントは？

【現状把握】

2【目標設定】 ３【要因解析】
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【対策の立案と実施】

【効果の確認】①

５【効果の確認】①

☆相乗効果

直接的な関わりの少ない職種の職員も、入所者と
目線を御同じ高さまで腰を下ろし、積極的に会話
が出来る様になり、ご家族からも「職員の皆さん、
いつも笑って楽しそうですね！」とお褒めのお言葉
を頂くようになりました。
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【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】


